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団I］立的な教育~程J と『学習負4!1の軽減J

をZ引見する2009l;ll1IT教TH.！！！粍による改革が
進行中である。その結決，国史は純国史に

i 民主計i民資質の育成 名称、を変えて社会科の領域になり，教科内

線図の学校制度は問題点も含めH本との も2Hl（検定）に変わった。より大きく主主

共通点が多い。日本統治時代の教育資源だ 科の時Imと内容の配分枠組が改編され，教

けでなく，Xl!国後のアメリカ主導の教育改

•'1'iが背公にある。特に， 社会科はSOCIAL

STUDIESをモデルに軍政下の1946年に訟

はされ，現在はみj等学校3＜（！から高等学校

3年まで－nする教科である。初等学校
1・2{Fの統合教科 f生活J（楽しい ・正し

科（副知，数学，体育，－＊:lli)と教科ll平（干I:

会と道~i，科学と ;.R;科， ti楽と災術）単位

に初等学校は2学年，中学校は3学年－ti:・

で示される。さらに学校独自の時間配分が

20%を上限に可能になるが，中学校では学

期内8科目以下であることが求められる。

い .~1い）と合わせた 12年！日l実施教科とも 社会科の場合，道徳と一体で初等学校

みなせる。 3 . 4 fj：.と5・6年に各27211寺1111，中学校に

さらに初等中校はチどもの成長光iさと干上 510時川が－4舌配分される。内手話も初等学校

会生活のJよがりがリンクする総合型，中午： 3・4年は3fiil械合体の地成学す'I. 5・6

校は fJ!,liY!J「地J1IU「一般社会」の3飢h長 年とq1学校は3制域別に一応能ポされる。

でf1'll1iX.する分科！＼リであることも日本とifiな だが「社会と道徳j のH制IJ~設の20% （尖'l'l

る。ただし公民の名称はなく「一般社会J 道徳）を英知や欽学に阿す学校も少なくな

が用いられる。，：＇：j守F乙J：校Iii怠択教f{

して「上会，j也耳I!.!!&*. 政治， 経済，又ー化

の領域からー般科円 9事f(，深化科円ll純が

司I！怖されるが，科同名に公L~の文宇はない。

そして｜｜ぷの社会科の回以にある公民的資

質の(J1:li'1＇.には「民主市民i~WJ がおかれる。

いずれも日本統治時代の公民概念の否定が

P.n 111 だが，市民i'I：：教ff重視のアメリカの）；~

料も大きし、。加えて，凶家の分断が強いる

現実を克服する絞済成長と民主化闘争を経

て，巡挙で政椛交代可能な社会を築いた仰

11qの人々のIf(い11&!1：が1.~般にある。

2 2009改訂教育課程と教育の自由化

これまで総同の教育amrnは政府の！強制ノ1
の必さが特色とされ，その代表が社会科か

ら~tlt立した 1 同教科：；！］＇ ([fl定）による中学

校と；：＇：j等学校のItl史であった。だが現在は

212 

い。創立と負担際減のあlj伎の入ゆえ準備教行

への松川ともみなせるが，学科-ri・と保護平f

の求める尺度が人試司自由1Lw:1欲ばなら，社会

的要J1'/Iこ応えるt!lc本といえなくもない。問

題の十Hは傑b、。

もう lつ注nしたい改..，.，＿は，教利用~I .！.~

に rrr~:t ・ 1決仰と ·.u:~f-.jl;•：作物j が含められ

たことである。学i望者が生きる均と学干す対

象が if(なる公民（市民-t'U 教むのi改ill~.：！！！

題が，デジタJレ機~!ii ・ -l':XHの紛極活用Jiil::

の利I.iiiと考ーえるからである。この分野での

総rrrn：会科授業実践の先illi／支は， II本の現
状を大きく超える．

（.＼！；府政幸）

第VIII章
．同嗣帽M・・4・

学習評価の工夫と実際

•• 
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